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▲舟戸口用水路を県営水利施設整備事業により改修中（高岡市戸出光明寺地内）

▲太田口用水路を県営水利施設整備事業により改修中（砺波市太田地内）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
昨
年
十
月
の
総
代
会
で
、
理
事
・
監
事
が
改

選
さ
れ
、
十
一
月
の
理
事
会
で
は
私
が
理
事
長
の
職
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
職
員
の
皆
さ
ん

と
力
を
あ
わ
せ
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
ま
た
、
こ
の
度
の
改
選
で
は
、
二
名
の
女
性
が
理
事
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
新
た
な
視
点
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
四
年
「
今
年
の
漢
字
」
の
一
位
が
「
金
」、
二
位
が
「
災
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
昨
年
は
、
驚
き
慄
い
た
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
始

ま
り
、
一
方
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
選
手
や
大
リ
ー
グ
の

大
谷
選
手
の
活
躍
な
ど
、
大
き
な
出
来
事
の
多
い
年
で
し
た
。
何
よ
り
も

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
管
内
で
も
一
昨
年
七
月
に
記
録
的
な
大
雨
を
経
験
し
、
ま
た
老
朽
化
の

進
ん
だ
基
幹
水
利
施
設
も
ま
だ
多
い
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
施
設
の
更
新

等
の
対
策
を
進
め
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
と
農
業
発
展
の
基
盤
強
化

が
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
月
に
、
新
田
富
山
県
知
事
の
出
席
の
も
と
完
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
国
営
附
帯
県
営
農
地
防
災
事
業
「
庄
川
左
岸
地
区
」
に
引
き
続
き
、

現
在
、
県
営
水
利
施
設
整
備
事
業
庄
西
二
期
地
区
が
進
め
ら
れ
、
千
保
口

用
水
路
、
舟
戸
口
用
水
路
の
整
備
に
続
き
、
本
年
度
か
ら
太
田
口
用
水
路

の
改
修
工
事
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
・
流
域
の
皆
さ
ま
に
は
工
事
に

伴
う
交
通
規
制
や
水
止
め
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
五
月
に
「
農
政
の
憲
法
」
と
さ
れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
本
年
は
、
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定

や
土
地
改
良
法
の
改
正
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
土
地
改
良
区
と

し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
政
策
、
制
度
改
正
の
動
き
に
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
、
組
織
の
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
も
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

理
事
長

横
　
山
　
直
　
一

新
年
の
ご
挨
拶

新役員決まる
　令和 6年 11 月 19 日（火）庄川合口用水会館 2階において
組織役員会が開かれ、新しい役員体制が次のとおり決まりました。

・－・ 理事長に 横山　直一氏 就任 ・－・

◆理　事［34名］ （敬称略）

氏　　　名 被選挙区
前野　　久
横山　直一
畑　　直樹
小西　啓介
千々石　仁
戸田　　保
荒木　満雄
鍋澤　政輝
野原　勝人
大橋　藤雄
小森　克彦
中島　幸一
宮川　明久

第 1

第 2

第 3

第 4

第 5

第 6

第 7

砺波市雄神
種田、五鹿屋

砺波市中野

砺波市庄下

砺波市出町

砺波市若林

砺波市林

砺波市高波

氏　　　名 被選挙区
山田　　忠
高桑　義則
西田　光雄
松本　正裕
井上　要三
安念　幹倫
宮川　幸男
金山　宗雄
坂東　昭夫
本田　外治
松田　　昇
竹田　愼一
澤合　文雄

第 8

第 9
第 10

第 11

第 12

第 13

第 14

第 15

砺波市油田

砺波市南般若

砺波市柳瀬

砺波市太田

高岡市戸出
二塚、佐野

高岡市北般若

高岡市是戸

高岡市醍醐

氏　　　名 被選挙区
千田　　登
島　　元重
前田　峰王
大野　喜久
浜木　　智
七島　政二
吉田　里美
大木　明美

第 16

第 17

第 18

第 19

高岡市東部
高岡市小勢
笹川、千鳥丘
立野、中保、
福田
小矢部市
正得、若林

高岡市福岡町

員外理事

◆監　事［6名］ （敬称略）

氏　　　名 被選挙区
横川　達乃
津田　泰二
古瀨　　昇
原野　豊文
長島　　昇
津本　虎雄

第 1～第 11

第 12～第 17

第 18～第 19
員外監事

工事担当理事

理事長

会計担当理事

水利担当理事

副理事長

総括監事

　令和 6 年 10 月 22 日　第 46 回全国土地改良大会 千葉大会において
当用水土地改良区 前理事長 紫藤健一氏が国営及び附帯県営農地防災
事業、小水力発電事業による維持管理費の軽減、管理体制の強化など
が評価され、農林水産省農村振興局長表彰を受けられました。
受賞おめでとうございます。
　なお、11 月 18 日付けで理事長を退任された同氏は同 28 日に急逝
されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

＜農林水産省農村振興局長表彰＞＜農林水産省農村振興局長表彰＞
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藤 井  和 男
（砺波市）

昭和28年4月
特になし
野菜の摂取
公民館長、地元神社総代

永 原  善 巳
（高岡市）

昭和28年8月
ゴルフ、音楽鑑賞
早寝、早起き、運動
元自治会長、生産組合長

宮 島  郁 夫
（砺波市）

昭和28年7月
釣り
散歩をする
 

松 本  幸 伸
（砺波市）

昭和40年2月
ゴルフ
多くの方と会い語り合うこと
JAとなみ野総代、農業共済損害評価委員

1生年月　　3健康について日頃心がけていること　
2趣味等　　4これまでの地元や用水土改のお世話等

◇庄西用水土地改良区総代名簿 （敬称略）

藤井　和男、五十野　茂

吉田　健人

宮野　浩一、中嶋　光一、山田　茂巳

堀田　光男、小西　孝明、今井　俊之
太田　清一、横山　文美

山本　正喜、宮島　郁夫、宮嶋　茂信

水上　勝博、宮浦　昭吉、奥村　茂夫

吉田　　修、髙瀨　俊之、川合　政光

矢後　勝文、今城　正浩、中山　武央

北川　浩一、林　　裕一、西岡　　満

入道　康秋、安念　康夫、小竹　達也
斉田　和隆

高畑　忠雄、高多　修三、大谷　周平
出村　彦文、長谷川　勝、山本　一明

水野　次明、山田　幸裕、天野　利晴
越礪　直一

佐伯　洋一、江端　　茂、大橋　賢二
金井　一男、永原　善巳

金森　俊嗣、和泉　光男、田中　義博
矢後　暁二、西村　英晴、長井　喜義
西田　丈志、山本　芳晴、堂田　武則
西尾　勝二、米田　清次

川田　清一、清水　佳昭、今井　　誠
清水　正司、有若　　充

石村　浩幸、福田　保英、澤田　光正
澤野　堅次、大島　一之

宮崎　健治、黒田　秀昭、浅谷　　裕
幡谷　政昭、本𠮷　　清、柏　　宗人

松本　幸伸、松澤　幹夫、今田　一昭
加納　誠信

三辺　政明、大島　利弘、源通　一郎
大島　英義、宮本　孝一、砂田　正俊
加藤　博志、長田　久松

砺波市雄神
種田、五鹿屋

砺波市中野

砺波市庄下

砺波市出町

砺波市若林

砺波市林

砺波市高波

砺波市油田

砺波市南般若

砺波市柳瀬

砺波市太田

高岡市戸出
二塚、佐野

高岡市北般若

高岡市是戸

高岡市醍醐

高岡市東部

高岡市小勢
笹川、千鳥丘
立野、中保、
福田
小矢部市
正得、若林

高岡市福岡町

選挙区

第 1

第 2

第 3

第 4

第 5

第 6

第 7

第 8

第 9

選挙区域 氏　　　　名

選挙区

第 10

第 11

第 12

第 13

第 14

第 15

第 16

第 17

第 18

第 19

選挙区域 氏　　　　名

庄西用水　新総代 84名就任庄西用水　新総代 84名就任 庄西用水土地改良区の総代選挙が令和 6年 9月に執行
され、84 名の新総代が当選されました。

任期は 4年間（令和 6年 10 月 17 日から令和 10 年 10 月 16 日迄）となっております。

　積雪により、水路が見えに
くくなったりして危険ですの
で、水路等付近での除雪作業
は特に注意しましょう。
　また、下流に迷惑がかかり
ますので、用水路へのゴミの
投棄は絶対にやめましょう。

＜降雪期の転落事故に
　　注意しましょう＞
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令和7年3月19日㈬午前5時～3月25日㈫正午まで

令和6年11月19日～令和10年11月18日
令和6年10月17日～令和10年10月16日

9,437人
84.2km

5,507ha

34名
84名

6名

令和6年度

＜降雪期の転落事故に注意しましょう＞
http://shousei1996.g3.xrea.com

なお、届出用紙については当事務所にありますのでご連絡下さい。

　国営附帯県営農地防災事業庄川左岸地区の完工式が、令和6年10月9日
砺波市の翔凛館において、約190名の関係者が出席し開かれました。
　この事業は、昭和28年から昭和40年にかけて整備された水路が、近年
の都市化の進展による排水形態の変化により、農業用用排水路の排水能
力に不足が生じ、しばしば農地、農業用用排水施設に被害が発生してい
たことから、平成22年度に着工され、用水路20路線39.2km、調整池7ヵ所
及び水管理施設の整備を事業費244億円をかけて完成しました。
　式典は、新田知事の式辞の後、遠藤北陸農政局長、山本県議会議長の祝辞、関係市を代表して庄
川左岸地区用排水対策促進協議会会長の夏野砺波市長、土地改良区を代表して庄西用水土地改良区
の紫藤理事長の謝辞がありました。本事業及び関連事業により、農地の湛水や用排水路からの溢水
被害を防止することが可能になりました。

国営附帯県営農地防災事業完工

　本年度は、運転開始後６年が経過し、
水車発電機の精密点検を実施しました。

　　◯リフレッシュ工事の内容
　　　　・発電機及び増速機の分解点検
　　　　・軸受ベアリングの交換

新明発電所の
　水車発電機がリフレッシュ
新明発電所の
　水車発電機がリフレッシュ

円滑な稼働により維持管理費の軽減に貢献しています。
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